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認知症まちづくり 

地域円卓会議 
 

認知症の方々の安心安全な外出を担保できる 

まちづくりについて考える 

 

実施報告書 

 

 

日  時： 2022 年 4 月 17 日（日）13:30-16:10（受付開始 13:00-） 

場  所： 宜野湾市社会福祉センター 2 階ホール 

主  催： 沖縄認知症見守りコンソーシアム 

(公益財団法人みらいファンド沖縄、公益社団法人沖縄県地域振興協会) 

協  力： NPO 法人まちなか研究所わくわく 

 

 

報告書作成 

NPO 法人まちなか研究所わくわく 

公益財団法人みらいファンド沖縄 
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ＡＣＴＩＶＩＴＹ ＲＥＰＯＲＴ 

【報告】認知症まちづくり地域円卓会議 
 

■日  時：2022 年 4 月 17日（日）13:30-16:10 

■場  所：宜野湾市社会福祉センター 2 階ホール 

■着席者数：7 名（論点提供者、司会、記録者含む） 

■来場者数：20 名(企業、行政、自営業、等) 

 

■共  催：沖縄認知症見守りコンソーシアム 

(公益財団法人みらいファンド沖縄、 

公益社団法人沖縄県地域振興協会) 

■協  力：NPO 法人まちなか研究所わくわく 

 

志良堂 孝（宜野湾市介護長寿課 主幹） 

認知症の方々の安心安全な外出を担保できる 

まちづくりについて考える 

今回のテーマは、認知症とまちづくりの議論です。まずは地域中を安心して出歩くことができるまちづくりの話を

行い、後半はその安全が担保された状態でさらに認知症の方々が求めていることをどう地域が受け止め実現するか

という議論に発展できると良いと考えています。 

 

センターメンバー 

     
志良堂 孝 

宜野湾市 

介護長寿課 主幹 

 
安次富 麻紀 

沖縄県若年性認知症 

支援コーディネーター 

 
鈴木 伸章 

公益社団法人 

認知症の人と家族の会 

沖縄支部代表 

 
友寄 利津子 

合同会社 

GreenStarOKINAWA 

代表社員 

 
  玉城 尚子 

コープおきなわ 

総合推進室 

論点提供 
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＜板書記録＞ 
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➢ 今後のアプローチの方向性（提案） 

1） 個別に認知症のご本人や家族の声を聞き取り、応える 

2） 認知症になるとはどういうことなのか、について丁寧に多様に伝える（啓発） 

3） 地域や企業の参画について、お互いの課題を持ち寄り、色んな課題と一緒に、解決していくネットワ

ークを構築する 
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■参加者によるサブセッション 

認知症の方々の安心安全な外出を担保できる 

まちづくりについて考える 

（参加者記載の原文をそのまま記載している為、事実と異なることがあります。グループ毎に①、②・・・と記載） 

 

①                        ② 

・正しい理解、認知症は症状 

・Ｂコン、商品化、自販機センサー、症状緩和 

 営業者、タクシーなど、公共交通に設置 

・不安を取り除けるような 

・うけてもらえるか、そがいされていないか 

・ケガしたっちゃったくらい、ふつうになれた

らよい。 

・女性同士なら話しやすいが、もっといいやす

い社会 

・当人たちがどんどん発信 

・環境をととのえれば、よい。 

・正しい理解、当人がかわっていく。家族やケア

マネに伝える。 

・小規模多機能、在宅支援。 

・正しいかかわり方。役割があると生きがい 

・YouTuber 当人、家族が Happyに！ 

・おじー、おばー駄菓子→企業へ販売に行く。デ

イサービスじゃない役割 

・アイディアが役割をつくる 

・若い社員のアイディアで YouTuberに！ 

・地域密着ならではの、医療法ならではの 

←横でつながる。 

・仕事、育児、介護、協力する人が少なくなる中、

ＩＣＴの活用は必須！ 

・おばあちゅーぶ登録してね YouTuber 

 

 

 

 

 

 

 

 

・タグ 市によって違う（サービス）   

・こまる  

・言葉も違う （SOS） 

・―ケアマネ― 介護度 認知症―仕事、道ま

よい居場所がない 

・当事者や家族の話もきいてみる 

→サロン、カフェ 

・制度の問題 

・行政―食事 

・移動の問題 

・情報がない 

・頼れる 

・知られたくない 

・サービスがわからない 女性・男性 

 

③ 

・認知症の番組をもっと発信していくべき 

・人に相談しづらい、はずかしい。家族もどうし

たらいいか 

・家族会のように、早く見通しが分かることは

良いこと 

・認知症という壁をくずすことが大事 

・今後は、誰でもなるものと、国も理解 

・一番の薬は、“環境”。症状への対処方法を皆が

分かっている 

 →子どもから、大人まで、“理解”をすすめる

取組が必要 
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④ 

・情報来ても、どのように動いていいかわから 

ない 

・関わりないと他人事 

・関わる段階によって 

・アプリいっぱいあるが… 

・市町村連携 

・地域の理解→家族は何している！！ 

 

⑤ 

・認知症の種類。治る、治らない 

・ケアの仕方を知っていると楽しくなる。いや

される。 

・家族の理解→種類とステップの理解 

・利用者の笑顔―笑わせると距離が近づける。 

・地域を巻き込んでのサポート。啓発の仕方、取

り組み？ 実践している人は少ない？ 

・家族会、自治会、包括センターが一緒にやると

いい。現場に出て、地域の力を借りて 

・当事者の集まり、自信になる。 ひまわりの会

7/10 北中 防災講演 鈴木さん 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 

・見守られない権利 

・竹富町（高齢化率 23%）―家族の同意+地域の

見守り 

・民生委員 役場と通いの場 

・嘉手納町―独居認知症 

・地域で温かく見守れたら理想 

・地域の理解 

・見守り隊、認知症サポーター養成講座 

・支えられる覚悟 

・本人も認知症について知る。 

 

⑦ 

・課題は共通している 

・本人の声をきくことが大事 

・それをどのように取り組みか協働につなげて

いきたい。 

・関係者が多い→コミュニケーションツール。

電話とメール。簡単なツールが良い。 

・ネットワーク間のコミュニケーションも（匿

名性の確保）→知らない人が多く、あいだがら

での 

・団体間ネットワーク 

・理念は共通している 

・実際会うのも大事 

・上だけではなく下の人も参画できるコミュニ

ケーション 

・参加したい人が参加するネットワーク 
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認知症まちづくり地域円卓会議 

参加者アンケート集計 

 

◆概要 

・日時：2022年 4月 17日（日）13:30-16:10 

・場所：宜野湾市社会福祉センター 2 階ホール  

・着席者：7名（論点提供者、司会、記録者含む） 

・参加者：20名（アンケート回収 9 名、回収率 45％） 

 

１．どちらから？ 

 

２．所属 

 

３．円卓会議はどのように知ったか 

 

４．満足度 

平均：4.7（5 点中） 

5.満足 
4.概ね 

満足 

3. 

普通 

2.あまり

満足して

ない 

1. 

不満足 

7 名 1 名 1 名 0 名 0 名 

 

５．満足度の理由 

（５．満足） 

・ それぞれの団体のとりくみを知ることが出

来、自分の町にも還元できることが多く学び

が深かったため 

・ 着席者のそれぞれの視点が明確で分かりや

すかったです。最後のまとめのおかげで理解

度が深まりました 

・ まちづくりをしていく中で、社会資源を活用

することや様々な人、機関を巻き込むが大切

になってきます。今回の会議では各分野の代

表からお話を聞くことができ、色んな視点か

ら認知症について考えを深めることができ

ました。有意義な時間となりました。ありが

とうございます 

・ 全く知らなかった、認知症について、各現場

の声を聞けて良かった。まず、認知症につい

て理解することが大切 

・ 本人、家族、地域の理解（認知症に対する）

も大切ですが、地域とのつながりが希薄にな

っている中で、周りの方々が見守る方法も工

夫していく必要があるなと思いました。 認

知症というと、どうしても高齢者をイメージ

してしまうため、若年性認知症に関わってい

る安次富さんのお話が聞けてよかったです 

（４．概ね満足） 

・ 司会進行者が着席者の話を上手に引き出し

ていてとても聴き易い円卓会議でした 

（３．普通） 

・ 福祉に最近興味をもったため知識が乏しい

ためか、センターメンバーの話が少し難しく

感じた。 
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６．円卓会議で印象に残ったこと 

・ 知識普及の重要さ（地域の人一人一人が住み

やすい地域について）を改めて感じました。

関係がある、ないを分断されてはいけない 

・ ICTの活用 

・ 私なりのまとめとして「知る」ことが全ての

根幹をなすそれについてのマクロでのアプ

ローチを 1人 1人が主体性をもって取り組む 

個人－行政－企業で出来ることの実践を加

速させる 

・ 仕事の中で、丁度私が悩んでいた認知症の

「家族の理解」について鈴木さんからお話を

聞けたのは、共感させていただいた部分もあ

れば、私自身、新たな知識として取り入れる

ことができました。今後の課題として家族が

理解するためには、私が何ができるのかとい

うことです。自分自身も知識を深め、デイサ

ービス側としてご家族のサポートができる

ようまちづくりの一員になれたらと思いま

す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 家族がまず、認知症について理解をする、で

きる限り笑いのある環境をつくることが大

切 

・ サブセッションの中で“見守られない権利” 

ってどうなっているのか？というお話があ

りました。症状が進行していく中で、安心し

てお出かけが出来つつ、本人の希望も大切に

していくって難しいところだなと感じまし

た。 ・地域によって、人口や地域性が異な

るので、自分が働く市町村では何が必要か考

えていきたいです 

・ 志良堂さんが紹介していたバッジですが、バ

ッジの所持について当事者は納得している

のか気になった。“見守られない権利”の保障

も課題なのかと感じた
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（写真）会場の様子 
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＜サブセッション 記録用紙＞ 
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